
東芝グループは多様な価値観・バックグラウン
ドを持つ従業員一人ひとりがいきいきと働ける
職場を目指しています。この目的の実現のため
にＳＯＧＩに関する差別を解消すべく、LGBT+
差別の禁止及び解消に関する基本方針を20年5
月に制定しました。

相談窓口担当者や組織長を含む一般従業員向
けにLGBT+理解促進・ハラスメント防止ウェビ
ナーを21年3月に開催し、280名の参加者が集ま
りました。このウェビナーをきっかけにLGBT+は
身近なことであり、理解することの大切さについ
て気づいた参加者の声が多かったです。

20年11月に多様性受容推進を目的としたコミュ
ニティーの中に社内のAlly グループを立ち上げ
ました。LGBT+に関する情報・記事の共有の他
に、意見交換、Allyシールの配付も行いました。
また、社内外のイベントについて案内し、どう理
解すればいいか、どのような支援ができるかを
皆で知識を深めています。

社内での「東芝グループにおけるLGBT等差別の
禁止・解消に関する方針」の制定、相談窓口の運
用、各種研修を通じた理解促進・啓蒙、エントリ
ーシートの性別欄の選択肢新設などの様々な取
り組みを実施し、2020年Pride指標「シルバー」を
いただきました。21年度は「ゴールド」取得を目
指します。

東芝グループにおけるLGBT+
差別の禁止及び解消に関する
基本方針の制定

社内LGBT+ Allyグループの立ち上げ 外部からの評価と今後の展望

LGBT+に関する社内の理解促進

株式会社 東芝


